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第１学年国語科学習指導案
１ 単元名 こえにだしてよもう 「くじらぐも」
２ 指導の考え方

子どもの実態
本学年の子どもたちはこれまでに，「はなのみち」「おむすびころりん」「おおきなかぶ」の３つ

の物語文の学習で，登場人物の行動を中心に，挿絵と叙述をつなぎながら内容の大体をとらえるこ
とができるようになってきている。しかし，叙述をもとに場面の様子を動作化したり，音読したり
して，登場人物の様子や気持ちを想像を広げて読むことについては，まだ十分とはいえない。叙述
から離れた恣意的な想像であったり，内容の理解が不十分なため表現できなかったりする面が見ら
れる。また，自分の考えがもてない，あるいは、話し方が分からずに話合いに参加できないという
子どももいる。

教材の特質
本教材は，1 年生の子どもたちとくじらが，体育の授業時間という身近な世界から空の世界へ

と舞台を変えて繰り広げる話である。読み手である子どもたちは，くじらと子どもたちがしたこ
とを順に追いながら，互いに仲良くなっていく様子を，作中の１年生に同化しながら，想像豊か
に読み進めていくことができる作品である。本教材の次のような特質を生かすことで，１年生の
めざす力である「内容の大体（あらすじ）をとらえる力」「想像を広げながら読む力」を身につ
けさせることが期待できる。具体的には以下の６点である。
① 順序よく描かれた挿絵を手がかりに，叙述と対応させていくことで，登場人物の行動の順序

を正しく捉えながら，場面や人物の様子を想像豊かに読み進めていくことができる。
② 「～が」「～は」「～も」という助詞を手がかりに人物がしたことをつかむことができる。
③ 会話文に気をつけることで，楽しく人物の気持ちを読み取ることができる。
④ 「もっとたかく。もっとたかく。」「どこまでもどこまでも」などの言葉の繰り返しに着目

することで，様子や気持ちの高まりを読み取りやすい。
⑤ 「うみのほうへ むらのほうへ まちのほうへ」の行間を想像することによって，空の旅の

時間と空間の広がりを読むことができる。
⑥ ひとまとまりの語や文として，はっきりとした発音で音読しやすい。

指導にあたって
指導にあたっては，読むことの楽しさや価値を実感させることができるように，以下のような

授業づくりを行う。
単元の入り口では，単元名の「こえにだしてよもう」から，まとめの時間に地域の方を招待し

て音読発表会をするという読む目的をもたせ，登場人物の様子や気持ちが分かるように音読しよ
うというかまえをつくる。

読みのめあてをつくる段階では，まず題名と冒頭から，くじらのしたことを時間の順序に沿っ
てとらえることができるめあてを生み出させる。

読みのめあてに対する初めの考えをつくる段階では，くじらがしたことに線を引き，挿絵を並べ
替えながら，くじらがしたことを中心にあらすじをとらさせる。

学習計画を立てる段階では，くじらがしたことに対して疑問に思うことを出し合って「はてな
カード」をつくり，読み深める必要感をもたせ，これからの学習計画を立てていく。

読み深めの段階では，１時間の授業の展開を①読みのめあて②場面の音読③くじらがしたこと
を確認し，大事な言葉の視写をする④音読を効果的に行いながら，挿絵や叙述をもとに学習計画
ででた疑問を中心に，くじらと子どもたちの様子や気持ちを想像する（かっぱタイム・全体交流），
⑤今日の場面でくわしく読み深めたことを書いてまとめる，という大きく５つの活動で行う。

読みのまとめの段階では，使った読み方をまとめ，一番好きな場面を紹介し音読の練習をする。
単元の出口では，読み深めたことをもとに地域の人に音読発表会ができるようにする。

☆焦点化
○くじらと子どもたちの会
話に着目させる。
○くじらの行動を中心に読
ませる。
○まとめでは，くじらの行動
の様子と理由を書かせる。

☆可視化
○構造的な板書
・くじらと子どもの位置関係を明
らかにする。

・会話文の文字の大きさをかえる。
・様子と理由が分かるように赤チ
ョークで囲み，番号をつける。

○挿し絵や叙述をさしながら話
をさせる。

☆共有化

○二人組で役割演技をしなが

ら登場人物の様子を想像さ

せる。

○根拠を明らかにして話させ

る。
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３ 目標
○ くじらと子どもたちの心が通じ合い，仲良くなっていく物語の楽しさを味わうことができるよう
にする。

○ 挿絵と叙述（会話文や繰り返しの言葉，助詞の働きなど）をもとに，くじらがしたことを中心にあらす
じをとらえながら，場面の様子を想像豊かに読む読み方を身に付けることができるようにする。

○ 挿絵と叙述をつなぎ，音読や動作化をしたり二人組の対話をしたりしながら，くじらの様子や
気持ちについて話し合うことができるようにする。

４ 学習計画（全１２時間）
次 時 学習活動と内容 教師の支援

（☆焦点化，可視化，共有化の視点から，※評価規準）

題名とお話のはじめから，読みのめあ
一 てをつくろう。

１ 単元名「こえにだしてよもう」につい ○ 単元名から，学習の仕方を話し合い，
読 て考える。 気持ちや様子を読み取り，まとめの時間
み １ ２ 題名と冒頭から，くじらの様子を読む。 に音読発表会をすることを知らせる。
の ／ こえにだしてよもう

め 12 くじらぐも（題名） なかがわりえこ さく

あ 挿絵とつないで
て 四じかんめのことです。

人物，時，場所を
一ねん二くみの子どもたちがたいそうをしていると，

空に，大きなくじらがあらわれました。
にたことばと比べる ・大きなものが・突然

まっしろいくものくじらです。 ・何か起こりそうだ

にたことばと比べる
３ 読みのめあてをつくる。 ※ 挿絵や言葉のちがいからくじらの様子

を読み取り，読みのめあてをつくってい
る。

読みのめあて
空にあらわれたくものくじらが，なにをするおはなしだろう。

おはなしをさいごまでよんで，よみのめあ
二 てについてはじめのかんがえをまとめよう。

１ 本時のめあてを確認する。
読 ２ 全文を読む。
み （１) 新出漢字や言葉の意味を確認する。
の （２) 正確にすらすら読めるように練習する。 ○ 教科書の持ち方や口形に気をつけて，
め ２ はっきりした声ですらすら音読できるよ
あ ・ ３ 話の大体をつかみ，読みのめあてに対 うにする。
て ３ する初めの考えを書く。 ☆ 教科書にくじらのしたこと（～は～が
に ・ （１）くじらがしたことに線を引く。 ～も）に線を引かせる。（焦点化）
対 ４ （２）挿絵を順番に並べてお話の順序をつかむ。 ☆ ８枚の挿絵の 初と 後を意識づけ，
す ／ （３）場面ごとに挿絵やサイドラインを手 全体の順序を確認させる。（可視化）
る 12 がかりにくじらがしたことを中心に初 ※ 本文や挿絵をもとにお話の順序を正しく
初 めの考えを書く。 とらえ，あらすじを書いている。
め 【初めの考え】
の
考
え

①くじらぐもは， 子どもたちといっしょにたいそうをはじめました。（たいそうくじら）
②くじらぐもは， 子どもたちをさそいました。（おさそいくじら）
③くじらぐもは， 子どもたちをおうえんしました。（おうえんくじら）
④くじらぐもは， みんなをのせて空のなかをげんきいっぱいすすんでいきました。

（およぐくじら）
⑤くじらぐもは， みんなをジャングルジムにおろしてかえっていきました。

（さよならくじら）
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三 くじらがしたことをもとに，はてなを
５ つくろう。
／ １ 本時のめあてを確認する。 ☆ 場面ごとのくじらの行動を様子と理由

学 12 ２ くじらがしたことを中心に疑問を出し を中心に疑問に思うことやもっと知りた
習 合い，詳しく読んでいきたいことを話し いことを出し合い，読み深めるめあてを
計 合い，学習計画を立てる。 つくらせる。（焦点化）
画 【詳しく読んでいくこと】

①くじらぐもは，どんなふうにたいそうしたのかな。
なぜくじらぐもは，みんなとたいそうをしたのかな。

②くじらぐもは，どんなふうにみんなをさそったのかな。
なぜくじらぐもは，みんなをさそったのかな。

③くじらぐもは，どんなふうにおうえんしたのかな。
なぜくじらぐもは，おうえんしたのかな。

④くじらぐもは，どんなふうにげんきいっぱいすすんでいったのかな。
なぜ，くじらぐもは，げんきいっぱいすすんでいったのかな。

⑤くじらぐもは，どんなふうにかえっていったのかな。
なぜくじらぐもは，げんきよくかえっていったのかな。

※ くじらの行動についての疑問を考えて
いる。

くじらぐもがたいそうをする場面のお
四 話をくわしく読もう。 ○ 疑問を解決しながら，本時場面のお話

１ 本時のめあてを確認する。 を詳しくすることを意識させる。
２ 本時場面を読み，めあてについて話し ○ くじらがしたことのうち「くじらもた

読 ６ 合う。 いそうをはじめました」を視写させる。
み ／ （１）本時場面を音読する。 （焦点化）
深 12 （２）くじらがしたことを視写する。 ○ 「が」「も」から，子どもたちとくじ
め （書く活動①） らのしたことを対応させてくじらがまね
① （３）くじらが体操する様子を話し合う。 していることをとらさせる。

「一，二，三，四。」

くじら○も たいそうをはじめました。 子どもたち○が たいそうをしてると，

のびたり，ちぢんだり，しんこきゅうも
深呼吸は準備体操の 後

くものくじら○も ，空をまわりました。 みんな○が かけあしでうんどうじょ

うをまわると

くじら○も とまりました。 せんせいが～ みんな○が とまったので

くじら○も ，空でまわれみぎを せんせいが～みんな○が まわれ右をしたので

「あのくじらは，きっとがっこうがすきなんだね。」 まねをしたわけを考えさせる

（４）くじらがまねをした理由を話し合う。 ☆ かっぱタイムでは，くじら役と子ども
（かっぱタイム・全体交流） 役に分かれて質問しながらなぜまねをし

たのか理由を考えさせる。（共有化）
※ 登場人物に同化し，２人組でくじらと

子どもの様子を想像している。
○ 全体交流では根拠を明らかにして自分

の考えを話させる。
３ 学習のまとめをする。 ☆ 書く活動②で書かせたいことを赤チョ
（１）めあてに対する自分の考えを書く。 ークで囲み，書かせたい順番に番号を板

（書く活動②） 書する。（可視化）
きょうのくじらさんはね，みんなとおなじようにたいそうをして，みんなのまねをした

んだよ。そのわけはね，みんなとなかよくなりたいと思っているからだよ。
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（２）本時で使った「読みのたから」を確 ※ 書き出しを提示した学習プリントに，読
認する。 み深めたことを順番に書きまとめている。

くじらぐもが子どもたちを空にさそう ○ 疑問を解決しながら，本時場面のお話
場面のお話をくわしく読もう。 を詳しくすることを意識させる。

読 １ 本時のめあてを確認する。
み ７ ２ 本時場面を読み，めあてについて話し
深 ／ 合う。
め 12 （１）本時場面を音読する。
② （２）くじらのしたことを視写する。 ☆ 「はてな」に着目させるためにくじら（

３ （書く活動①） がしたことのうち「くじらもさそいまし
組 た。」を視写させる。（焦点化）
本 （３）くじらが誘う様子を話し合う。 ○ 「おうい。」を音読しながら動作化さ
時 ・「おうい。」 せることでくじらと子どもたちの位置を

・「ここへおいでよう。」 確認させる。）
○「ここへおいでよう。」の会話文に続く

言葉を考えさせる。
（４）誘う理由を話し合う。 ☆ かっぱタイムでは，くじら役と子ども

（かっぱタイム・全体交流） 役に分かれて質問しながら空に誘った理
由を考えさせる。（共有化）

※ 登場人物に同化し，２人組でくじらと
子どもの様子を想像している。

○ 全体交流では根拠を明らかにして自分
の考えを話させる。

「おうい。」と，くじらもこたえました。 「おうい。」と，よびました。

下へ 上へ
まねではなく，返事をしたということ

「ここへおいでよう。」 「ここへおいでよう。」
空へ と，くじらもさそいました。 運動場へ みんながさそうと，

指示語を読む ここへおいでようの後に言った言葉を考えさせる。
会話文を読む その後，どうしてそんなふうに誘ったのか考えさせる。

「よしきた。くものくじらにとびのろう。」
３ 学習のまとめをする。 ☆ 書く活動②で書かせたいことを赤チョ
（１）めあてに対する自分の考えを書く。 ークで囲み，書かせたい順番に番号を板

（書く活動②） 書する。（可視化）
きょうのくじらさんはね，「ここへおいでよう。空でみんなであそぼうよ。」と，い

っしょうけんめいに手をふって，みんなを空へさそったんだよ。そのわけはね，空で
一緒に遊びたいと思ったからだよ。

（２）本時で使った「読みのたから」を確 ※ 書き出しを提示した学習プリントに，読
認する。 み深めたことを順番に書きまとめている。

くじらぐもが応援する場面のお話をく ○ 疑問を解決しながら，本時場面のお話
読 わしく読もう。 を詳しくすることを意識させる。
み ８ １ 本時のめあてを確認する。
深 ／ ２ 本時場面を読み，めあてについて話し
め 12 合う。
③ （１）本時場面を音読する。

（２）くじらのしたことを視写する。 ☆ 「はてな」に着目させるためにくじら
（書く活動①） がしたことのうち「くじらがおうえんし

（３）応援する様子を話し合う。 ました。」を視写させる。（焦点化）
○ 気持ちの高まりを「もっとたかくもっ

（４）応援した理由を話し合う。 とたかく。」「もっとたかく。もっとた
（かっぱタイム・全体交流） かく。」の音読や動作化で表現させる。

☆ かっぱタイムでは，くじら役と子ども
役に分かれて質問しながら応援する理由



- １年 5 -

を考えさせる。（共有化）
※ 登場人物に同化し，２人組でくじらと

子どもの様子を想像している。
○ 全体交流では根拠を明らかにして自分

の考えを話させる。

会話文を読む
「天までとどけ，一，二，三。」

「 もっとたかく。もっとたかく。」 やっと，三十センチぐらい
と，くじらがおうえんしました。

繰り返しながら，気持ちが高まっている。 (音読の工夫)

「天までとどけ，一，二，三。」

「もっとたかく。もっとたかく。」 こんどは，五十センチぐらい。

繰り返しを読む

「天までとどけ，一，二，三。」
そのときです。いきなり，かぜが，みんなを空へふきとばしました。
せんせいと子どもたちは，手をつないだままくものくじらにのっていました。

３ 学習のまとめをする。 ☆ 書く活動②で書かせたいことを赤チョ
（１）めあてに対する自分の考えを書く。 ークで囲み，書かせたい順番に番号を板

（書く活動②） 書する。（可視化）
きょうのくじらさんはね，下を見て，ひれを大きく振ったり「もっとたかく。もっ

とたかく。」と大きな声でがんばれって一生懸命に応援したんだよ。そのわけはね，
みんなを雲に乗せて一緒に遊びたかったからだよ。

（２）本時で使った「読みのたから」を確 ※ 書き出しを提示した学習プリントに，
認する。 読み深めたことを順番に書きまとめてい

る。

くじらぐもがげんきいっぱいにすすん
だ場面のお話をくわしく読もう。 ○ 疑問を解決しながら，本時場面のお話

９ １ 本時のめあてを確認する。 を詳しくすることを意識させる。
読 ／ ２ 本時場面を読み，めあてについて話し
み 12 合う。
深 （１）本時場面を音読する。 ☆ 「はてな」に着目させるためにくじら（
め ２ （２）くじらがしたことを視写する。 がしたことのうち「げんきいっぱいすす
④ 組 （書く活動①） んでいきました。」を視写させる。（焦

本 点化）
時 （３）くじらが子どもたちとげんきいっぱ ☆ かっぱタイムでは，くじら役と子ども

い空を泳ぐ様子を話し合う。 役に分かれて会話しながら空を泳ぐ様子）
（かっぱタイム・全体交流） を考えさせる。（共有化）

※ 登場人物に同化し，２人組でくじらと
子どもの様子を想像している。

（４）くじらが元気いっぱいに泳いだ理由 ○ 全体交流では根拠を明らかにして自分
を話し合う。 の考えを話させる。

「さあ，およぐぞ。」
くじらは，あおいあおい空のなかを，げんきいっぱいすすんでいきました。

うみのほうへ， ※話したことや動作など想像をふくらませて

むらのほうへ， ※挿絵を使って動作や声に表しながら

まちのほうへ。
挿絵を読む

みんなは，うたをうたいました。
空は，どこまでもどこまでもつづきます ※くじらと子どもたちの気持ちのつながり

３ 学習のまとめをする。 ☆ 書く活動②で書かせたいことを赤チョ
（１）めあてに対する自分の考えを書く。 ークで囲み，書かせたい順番に番号を板

（書く活動②） 書する。（可視化）
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きょうのくじらさんはね，にこにこしてしっぽを大きくふって元気いっぱい泳いだ
んだよ。元気いっぱいにすすんだわけはね，みんなと一緒に泳いで空をおよげてうれ
しかったし，みんなが喜んでくれてうれしかったからだよ。

（２）本時で使った「読みのたから」を確 ※ 書き出しを提示した学習プリントに，読
認する。 み深めたことを順番に書きまとめている。

くじらぐもがさよならする場面のお話を ○ これまでの場面をつないで，叙述や挿
くわしく読もう。 絵に着目して読ませる。
１ 本時のめあてを確認する。

読 ２ 本時場面を読み，めあてについて話し
み 10 合う。
深 ／ （１）本時場面を音読する。
め 12 （２）くじらがしたことを視写する。 ☆ 「はてな」に着目させるためにくじら
⑤ （書く活動①） がしたことのうち「げんきにかえってい（

１ きました。」を視写させる。（焦点化）
組 （３）くじらが子どもたちとさよならする ○ くじらがしたこと（３つ）の様子を挿
本 様子を話し合う。 絵と叙述をつないで考えさせる。
時 （４）くじらが元気いっぱいに帰って行っ ☆ かっぱタイムでは，くじら役と子ど

た理由を話し合う。 も役に分かれて質問しながら元気よく帰）
（全体交流・かっぱタイム）。 って行った理由を考えさせる。（共有化）

※ 登場人物に同化し，２人組でくじらと
子どもの様子を想像している。

○ 全体交流では根拠を明らかにして自分
の考えを話させる。

「おや，もうおひるだ。」せんせいが，～おどろくと
「では，かえろう。」くじらは，まわれみぎをしました。
くじらは，ジャングルジムの上に，みんなをおろしました。

「さようなら。」
「さようなら。」

くものくじらは，また，げんきよく，あおい空のなかへかえっていきました。
挿絵を読む

※なぜ元気よく帰って行ったのか，これまでの場面とつないで考えさせる。
場面と場面をつないで読む

３ 学習のまとめをする。 ☆ 書く活動②で書かせたいことを赤チョ
（１）めあてに対する自分の考えを書く。 ークで囲み，書かせたい順番に番号を板

（書く活動②） 書する。（可視化）
きょうのくじらさんはね，学校へ帰るためにまわれみぎをして，子どもたちがけが

をしないようにやさしくジャングルジムにおろして，手足をふりながら元気よく帰っ
て行ったよ。元気よく帰っていったのはね，みんなが喜んでくれたり，一生懸命に手
を振ってくれたりしたことがうれしかったからだよ。

（２）本時で使った「読みのたから」を確 ※ 書き出しを提示した学習プリントに，
認する。 読み深めたことを順番に書きまとめている。

五 11
／ 読みと読み方のまとめをしよう。

読 12 １ 読みのめあてにもどり，くじらと子ど ※ 自分の好きな場面を紹介している。
み もたちがどんなことをしたのかまとめ， ※ はっきりとした声で，様子や気持ちが
の 自分の好きな場面を紹介し合う。 わかりやすいように音読している。
ま ２ 本単元で使った読み方をふりかえる。
と 12
め ／ 音読発表会をしよう。 ※ はっきりとした声で，様子や気持ちが

12 １ 地域の人に音読を発表する。 わかりやすいように音読している。



- １年 7 -

５ 本時（１０／１２）
公開授業② 読み深め⑤

６ 本時の目標
○ 子どもたちと楽しく遊んだ喜びで元気にさようならをするくじらの様子と気持ちを挿絵と言葉

をつないだり，場面と場面をつないだりして読み深めることができるようにする。
○ 二人組で役割演技をしながら，さようならをするくじらの様子やわけを楽しく想像しながら読

むことができるようにする。

７ 本時指導の考え方
前時までに子どもたちは，たいそうのまねをして気付いてもらえたくじらが，子どもたちに空に来

るように誘い，応援して一緒に空を泳ぐことができたときの様子や気持ちを読み取ってきた。
本時は，子どもたちと仲良くなって一緒に遊べたことに満足して，空にかえっていくくじらの様子

や気持ちを読み深めていく場面である。
そこで，本時指導にあたっては，まず，学習のめあてを確認した後，本時場面を音読し，くじらが

したことに着目させる。本時場面ではくじらがしたことが３つあることを確認し，学習計画ででてき
た「はてな」につながる「げんきよく」「かえっていった」を視写させる。（焦点化）（書く活動①）

次に，くじらの行動の様子（①まわれみぎをした様子②ジャングルジムにおろした様子③元気よく
帰っていった様子）について話し合う。まわれみぎをした様子では，学校へ帰るためにまわれみぎを
したこと，ジャングルジムにおろした様子については，体をななめにしたり，一人ずつゆっくりおろ
したり，優しくみんなをジャングルジムにおろしたこと，元気よく帰って行く様子については挿絵か
ら，頬が赤くなっていることや，口が嬉しそうに笑っていること，手や足が元気よく動いていること
に気付かせ，挿絵と「げんきよく」をつないで元気な様子をとらえさせたい。

そしてかっぱタイムを行う。かっぱタイムでは，さようならをするのになぜ「げんきよく」なのか
話し合わせる。（共有化）二人組で話し合う際には，くじら役と子ども役にわかれ，子ども役の子ど
もは，くじらにどうして元気よく帰っているのか質問することで，わけを話させたい。

さらに全体交流では，自分の考えの根拠となる挿絵や学習の足跡を指しながら発表させたい。本時
場面の「もうおひるだ」「おどろく」という叙述に着目させ，子どもたちが時間を忘れるほど楽しん
でいたことをとらえさせる。また，ジャングルジムの挿絵から子どもたちが精一杯見送ってくれてい
ることに気付かせ，子どもたちが時間を忘れるほど喜んでくれたことや，一生懸命に見送ってくれた
ことがうれしくて元気に帰っていったことをとらえさせたい。

本時のまとめでは，くじらがしたことの様子と，元気に帰って行ったわけを書き出しを与え，書き
まとめることができるようにする。（可視化）（書く活動②）

後に本時で使った読み方をまとめる。
８ 板書計画
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９ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援
（☆焦点化☆可視化☆共有化※評価規準）

１ 本時のめあてを確認する。 ○ 前時学習を想起し，本時学習の見通しを
もてるようにする。

くじらぐもがさよならするばめんのおはなし
をくわしくよもう。 ○ 「はてなカード」を位置づけ，くわしく

読むめあてにつながるようにする。

２ 本時場面を読み，くじらがさよならする様子
や理由を話し合う。

（１）本時場面を音読する。

（２）くじらがしたことを視写する。 ☆ 「はてな」に着目させるためにくじらが
（書く活動①） したことのうち「げんきにかえっていきま

した。」を視写させる。（焦点化）

（３）子どもたちと空を泳いだ後，帰っていくく ○ 叙述とさし絵をつないで考えさせる。
じらの様子について話し合う。
・まわれみぎをした様子
・ジャングルジムにおろした様子
・元気に帰っていった様子

（４）元気よく帰って行った理由を話し合う。 ☆ かっぱタイムでは，くじら役と子ども役
（かっぱタイム・全体交流） に分かれて質問しながら元気よく帰って行

（かっぱタイム） った理由を考えさせる。（共有化）
○ 全体交流では，子どもたちが楽しかった

ことがわかる「もうおひるだ」「おどろく」
という叙述に着目させ，子どもたちが時間
を忘れるほど楽しんでいたことに気付かせ
そのことがくじらは嬉しかったことをとら
させる。

○ ジャングルジムの挿絵から子どもたちが
精一杯見送ってくれていることに気付かせ
一生懸命に見送ってくれていることがうれ
しいことをとらさせる。

３，本字学習をまとめる。 ☆ 様子とわけを分けて板書し，赤チョーク
（１）本時学習を振り返り，書きまとめ、発表す で囲んで番号をつけ，その番号順に書かせ

る。 （書く活動②） る。（可視化）

きょうのくじらさんはね，学校へ帰るためにまわれみぎをして，子どもたちがけがをしない
ようにやさしくジャングルジムにおろして，手足をふりながら元気よく帰って行ったよ。

元気よく帰っていったのはね，みんなが喜んでくれたり，一生懸命に手を振ってくれたりし
たことがうれしかったからだよ。

（２）本時で使った「読みのたから」を確認する。 ※ 叙述と挿絵をつないだり場面と場面をつ
・さし絵と言葉をつないで読む。 ないだりしながら，くじらが元気に帰って
・場面と場面をつないで読む。 行く様子や気持ちを書きまとめている。

子ども「ねえねえくじらさん，どうしてさよな

らするのにそんなに元気よく帰って行

くの」

くじら「だってみんなといろいろな所へ行って

楽しかったし，みんなと仲良くなれて

うれしいんだもん」
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５ 本時（９／１２）  

  公開授業① 読み深め④  
 
６ 本時の目標 

○ くじらと子どもたちが驚きや感動がいっぱいの空の世界を旅する楽しさを，挿絵を読んだり行間を読んだ

りすることによって読み深めることができる。 
○ 二人組みで役割演技をしながら，子どもと空の世界を楽しむくじらの様子やわけを話し合い，読み取るこ

とができる 
 
７ 本時指導の考え方 

 前時までに児童は，くじらが子どもたちと一緒に遊びたいと強く願って応援していることを会話の繰り返しを

読むことで読み深めている。 
 本時は，くじらの背に乗った子どもたちが，くじらと共に空から色々な景色を見て，空の世界を楽しむ場面で

ある。 
そこで，本時指導にあたっては，まず，本時場面を音読し，くじらのしたことを視写し（書く活動①）本時，

読み深めることを確認する。次に，くじらのにこにこしている顔や尾びれをくねらせているところ，勢いよく潮

を吹いていることに気付かせ，「げんきいっぱい」空を泳ぐくじらの様子を読み取らせたい｡さらに，挿絵を見て

自分がどこにいるのか決めさせ，子どもたちに同化させる。ここで，「うみのほうへ，むらのほうへ，まちのほう

へ。」行ったくじらと子どもたちの様子を具体的に想像させ，行間を読ませたい。（焦点化）そのために，スクリ

ーンに宇宙から撮影された校区の写真を見せ，考える手立てとする。（可視化）ここでは，二人組みでくじらと

子どもになって対話をし（かっぱタイム），楽しんで空の旅を想像できるようにする。（共有化） 
その後，全体で互いの考えを交流し，教師側からくじら役の児童へ発問をし，喜んでいる子どもたちを見て嬉

しく思うくじらの気持ちを引き出すようにする。そして，二つ目の「はてな」である，なぜくじらは「げんきい

っぱい」すすんでいったのかを考えさせる。くじらの気持ちとつないで考えさせ，子どもたちと一緒に過ごした

ことを喜んでいることを読み取らせたい。 
最後に，読み深めて詳しくなったお話を書きまとめさせる。（書く活動②）くじらの様子を①②，元気いっぱい

進んだわけを③として板書し，書きまとめる手立てとする。 
 

８ 板書計画 
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９ 本時の展開 

学習活動と内容 教師の支援 
（☆焦点化・可視化・共有化の視点から※評価規準） 

１ 本時学習のめあてを確認する。 
 
 
 
 
 
２ 本時場面を読み，くじらが子どもたちと空を泳ぐ

様子や理由を話し合う。 
（１） 本時場面を音読する。 
 
（２） くじらがしたことを視写する。 

（書く活動①） 
 

（３） くじらが泳ぐ様子を話し合う。 
（かっぱタイム・全体交流） 

・ 「うみのほうへ」「むらのほうへ」「まちのほ

うへ。」の行間を読み，くじらと子どもたちの

様子を話し合う。 
（かっぱタイム） 

 
 
 
 
 
  ・「うみのほうへ」行った様子を話し合い，続い

て「むら」，「まち」と体験しているように，次々

と発表させる。 
 
（４） くじらが元気いっぱい泳いだわけを話し合

う。 
・ 子どもたちが喜んでくれて嬉しい。 
・ 子どもたちと一緒に遊べて楽しい。 

３ 本時学習をまとめる。 
（１） 本時学習を振り返り，書きまとめ，発表する。 
                 （書く活動②） 
 
 
 
 
 
 
 
（２）本時で使った「読みのたから」を確認する。 
  ・ 挿絵を読む 

・ 行間を読む 
・ 繰り返しを読む 

 
○ 前時，学習を想起し，本時学習の見通し

をもてるようにする。 
 
○ 「はてなカード」を位置づけ，くわしく

読むめあてにつながるようにする。 
 
 
 
 
○ 「はてな」に着目させるため，「くじらは，

…げんきいっぱいすすんでいきました。」を

視写させる。 
○ 挿絵の子どもたちから，自分はどの子ど

もになるか選ばせ，同化させる。 
☆ 行間を読ませ，くじらと子どもの様子を

想像させる。（焦点化） 
☆ スクリーンに衛星写真を出し，空から海

を見る体験ができるような場を設定する。            

（可視化） 
○ スクリーンの写真を動かし，実際に雲の

上から景色を見下ろしているようにするこ

とで，登場人物の感動や驚きを想像しやす

いようにする。 
☆ 二人組みでくじらと子どもになって対話

をさせる。（共有化） 
○ かっぱタイムで話し合ったことを発表さ

せる。 
○ くじらぐもと子どもたちが楽しんでいた

様子とつないで考えさせる。 
 
 
○ くわしくなったくじらの様子を赤チョー

クで囲み，様子，わけの順番に番号を板書

し，書きまとめさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
※ 叙述と挿絵をつないだり場面と場面をつ

ないだりしながら，くじらと子どもが空の

旅を楽しんでいる様子や気持ちを書きまと

めている。 

くじらぐもがげんきいっぱいすすんでいった

ばめんのおはなしをくわしくよもう。 

きょうのくじらさんはね，にこにこして、しっぽを大きくふって、とっても速いスピードで元

気いっぱい泳いだんだよ。 
 
 
げんきいっぱいすすんでいったわけはね，みんなと一緒に泳いで嬉しかったし、みんなが喜ん

でくれて嬉しかったからだよ。 

子ども「うわあ。ぼくの家があった。海に島

が見えるよ。あっちに行ってみたい

な。」 
くじら「じゃあ行くよ。つかまっててね。」 

僕の家の上も泳いだよ。海の上には，島も見えたよ。 
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５ 本時（７／１２）

公開授業① 読み深め②

６ 本時の目標

○ 子どもたちを一生懸命空へ誘うくじらの様子や気持ちを会話文や叙述の助詞や指示語，動詞に

着目させながら想像し読み深めることができるようにする。

○ 二人組で役割演技をしながら，一生懸命空へ誘うくじらの様子やわけを楽しく想像しながら読

むことができるようにする。

７ 本時指導の考え方

前時までに子どもたちは，学校が好きだから学校に来て，みんなの体操を真似したくじらの様子

や気持ちを読み深めている。

本時は，そんなくじらがみんなを空に誘う場面で，くじらと子どもたちの言葉の掛け合いから，

くじらが一生懸命に子どもたちを空に誘う様子や気持ちを読み深めていく。

そこで，本時指導にあたっては，本時のめあてを確認し，おうちの人に今日のくじらぐもの様子

や気持ちを書いて伝えるという見通しを持たせた後，本時場面を音読する。そして，くじらのした

ことに着目させ，「はてなカード」につながる「くじらもさそいました。」を視写させる。（焦点化）

（書く活動①）

次に，子どもたちを誘うくじらの様子や気持ちについて話し合わせていく。一つ目の「はてな」

である「くじらはどのように誘ったのか。」を役割音読や動作化から考えさせる。全体でくじらの

誘う様子を動作化した後，顔の向きや手の動かし方などを表現している子を指名して発表させる。

その際，くじらの位置と子どもたちの位置を確認させ，「ここへおいでよう。」の「ここ」がそれ

ぞれ違う場所であることに気付かせる。二つ目の「はてな」である「どうして誘ったのか。」につ

いてはかっぱタイムの二人組の対話（役割演技）で考えさせる。まず，教師が子ども役になり「運

動場で遊ぼうよ。」「空は怖いな。」など投げかけくじら役の子どもたちとのやり取りのモデルを示

し，くじら役，子ども役の二人組で対話させ，「空は楽しいよ。」「空は気持ちがいいから絶対に来

て。」などの気持ちを引き出していくようにしていきたい。（共有化）さらに，くじらの一生懸命

さが伝わったかどうか聞き，「よしきた。」「はりきりました。」に気付かせていく。

最後に，本時の学習を振り返り，くわしくなったくじらの様子を赤チョークで囲み，書かせたい

順番に番号で板書に位置付ける。（可視化）読み深めたくじらの様子や気持ちを「くじらさんはね，

…」の書き出しを与え，書きまとめさせる。（書く活動②）最後に本時で使った読み方をまとめる。

８ 板書計画
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９ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援

（☆焦点化・可視化・共有化の視点から※評価規準）

１ 本時のめあてを確認する。 ○ 前時のまとめを振り返り，「くじらは子

どもたちをどのように誘ったのだろう」「な

くじらぐもが子どもたちを空にさそうばめん ぜ誘ったのだろう」という「はてな」を解

のおはなしをくわしくよもう。 決して，今日のくじらのお話を詳しくお家

の人に伝えることを確認し，見通しを持た

せる。

２ 本時場面を読み，くじらが子どもたちを誘っ

た様子と理由を話し合う。

（１）本時場面を音読する。 ○ くじらの様子を想像しながら読むように

指示する。

（２）くじらがしたことを視写する。 ☆ 「はてな」に着目させるためにくじらが

（書く活動①） したことのうち，「くじらもさそいました」

を視写させる。（焦点化）

（３）くじらが誘う様子を話し合う。 ○ くじら役，子ども役になって「おうい。」

・「おうい。」とこたえる様子 を音読し，動作化させることで，子どもた

・「ここへおいでよう。」と誘う様子 ちと楽しく会話をしている様子を捉えさせ

る。

○ くじらが子どもたちを誘う様子を動作化

することでどのように誘ったのか考えさせ

る。

（４）くじらが誘う理由を話し合う。 ○ 会話の続きを考えさせ，一生懸命誘うく

（かっぱタイム・全体交流） じらの気持ちを捉えさせる。

（かっぱタイム） ○ 初めに担任が子ども役になり，くじら役

の子とモデルを示す。

○ かっぱタイムではくじら役と子ども役に

なって対話することで，一生懸命誘うくじ

らの気持ちを引き出させる。

☆ 全体交流では，かっぱタイムでの対話を

発表させ，くじらが空へ誘う理由を捉えさ

せる。（共有化）

○ 子どもたちにくじらの一生懸命に誘う気

持ちが通じたかを叙述から考えさせ，「は

りきりました。」を動作化させることで，

子どもたちやくじらの気持ちが高まってい

っていることに気付かせる。

☆ くわしくなったくじらの様子を赤チョー

３ 本時学習をまとめる。 クで囲み，様子，わけの順番に番号を板書

（１）本時学習を振り返り，書きまとめ，発表す し，書きまとめさせる。（可視化）

る。 （書く活動②） ○「きょうのくじらぐもはね。…」という書

き出しを与える。（書く活動②）

きょうのくじらさんはね。てをふったり，大きな声を出したりして，いっしょうけんめいに

みんなを空へさそったんだよ。

そのわけはね，空は気持ちがいいし，空でみんなと一緒に遊びたいと思ったからだよ。

（２）本時で使った「読みのたから」を確認す ※ 会話文や叙述の助詞や指示語・動詞に着

る。 目しながら一生懸命に誘うくじらの様子や

・助詞や指示語を読む。 気持ちを書きまとめている。

・会話文を読む。

子ども「くじらさん、うんどうじょうであそぼ

うよ。ドッジボールはたのしいよ。」

くじら「空はもっとたのしいよ。いろんなもの

が見えるよ。」

子ども「でも空はこわいよ。」

くじら「空は気持ちいいよ。ぼくの背中にのせ

てあげるからおいでよ。」
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